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』

註
釈

　
　
は
じ
め
に

　
機
会
が
あ
っ
て
先
頃
か
ら
王
勃
に
つ
い
て
の
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
特
に
そ
こ
で
は
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
』
の
幾
篇
か
を
読
解
し
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
文
は
巧
み
に
白
然
の
情
景
を
読
み
込
み
、
歴
史
上
の
逸
話
に

基
く
典
故
を
鐘
め
、
友
、
酒
、
詩
に
浸
り
な
が
ら
も
、
全
体
の
雰
囲
気
は
極
め

て
高
踏
的
で
隠
者
的
、
道
家
的
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
足
は
常
に
高
官
界
に
ふ

ま
え
て
お
き
た
い
と
い
う
願
望
を
持
ち
、
稽
康
、
元
籍
に
憧
れ
、
更
に
加
え
て

自
分
の
才
能
に
は
絶
対
的
な
自
信
を
持
つ
と
い
う
、
特
異
な
そ
の
世
界
を
完
全

に
理
解
す
る
に
は
難
解
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
王
勃
そ
の
人
を
理
解
し
、

そ
し
て
そ
の
詩
、
詩
序
を
理
解
す
る
為
に
、
王
勃
に
係
わ
る
文
献
の
注
釈
訳
解

を
少
し
ず
つ
な
が
ら
も
試
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
先
づ
最
初
に
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
も
の
は
、
蒋
清
瑚
注
の
『
王
子
安
集
』
に

と
ら
れ
た
、
唐
華
陰
、
楊
畑
の
撰
に
な
る
『
王
子
安
集
原
序
』
で
あ
る
。

　
大
美
哉
文
之
時
義
也
。
有
天
文
焉
、
察
時
以
観
其
愛
、
有
人
文
焉
、
立
言
以

重
其
範
。
歴
年
滋
久
、
逓
爲
文
質
、
磨
運
以
護
其
明
、
因
人
以
通
其
粋
。
仲
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
庸
　
一
　
郎

既
没
、
漉
夏
光
沫
氾
之
風
、
屈
平
自
沈
、
唐
宋
弘
泪
羅
之
跡
。
文
儒
於
焉
異
術
、

辞
賦
所
以
殊
源
。
逮
秦
氏
烙
書
、
斯
文
天
喪
、
漢
皇
改
運
、
此
道
不
還
。
買
馬

蔚
興
、
已
脆
類
、
曹
王
傑
起
、
更
失
於
風
騒
、
偲
俺
大
猷
、
未
恭
前
載
、
泊
乎

播
陸
奮
鐙
、
孫
許
相
因
、
縫
之
以
顔
謝
、
申
之
以
江
飽
。
梁
魏
華
材
、
周
晴
販

制
、
或
萄
求
轟
裳
、
未
壷
力
於
丘
墳
、
或
濁
絢
波
澗
、
不
尋
源
於
程
樂
。
會
時

沿
革
、
循
古
抑
揚
、
多
守
律
以
自
全
、
竿
非
常
而
制
物
。
其
有
飛
馳
條
忽
、
偶

償
紛
紛
、
鼓
動
包
四
海
之
名
、
愛
化
成
一
家
之
鶴
、
踏
前
賢
之
未
識
、
探
先
聖

之
不
言
。
経
籍
爲
心
、
得
王
何
於
逸
契
、
風
雲
入
思
、
叶
張
左
於
祠
交
、
故
能

使
六
合
殊
材
、
並
推
心
於
意
匠
、
八
方
好
事
、
成
受
氣
於
文
櫃
。
出
軌
賜
而
駿

首
、
馳
光
芒
而
動
俗
、
非
君
之
博
物
、
敦
能
致
於
此
乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
大
い
な
る
か
な
文
の
時
義
な
る
や
、
天
文
有
り
て
、
時
を
察
し
以
て
其
の
愛

　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ

を
観
、
人
文
有
り
て
、
言
を
立
て
以
て
其
の
範
を
重
ん
ず
。
年
を
歴
る
こ
と
滋

　
　
　
　
　
た
が
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
つ
く

く
久
し
く
、
逓
ひ
に
文
質
を
爲
り
、
運
に
臆
じ
て
以
て
其
の
明
を
鐙
し
、
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
　
　
　
す
で
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
陥
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
や

因
り
て
以
て
其
の
粋
に
通
ず
。
仲
尼
甑
に
没
し
、
涛
夏
は
沫
氾
の
風
を
光
か

　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
ニ
ニ

し
め
、
屈
平
自
か
ら
沈
み
て
、
唐
宋
は
泪
羅
の
跡
を
弘
む
。
文
儒
は
焉
に
異
術
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と
な
り
、
辞
賦
は
以
て
脚
源
と
さ
る
。
勢
氏
に
逮
び
て
書
を
播
き
、
斯
文
は
天

喪
ひ
、
漢
皇
は
運
を
改
め
て
、
此
道
還
え
ら
ず
。
買
と
馬
は
蔚
と
し
て
興
り
て
、

已
に
雅
煩
に
脆
き
、
曹
と
王
は
傑
と
し
て
起
り
て
、
更
に
風
騒
に
失
わ
れ
、
偶

倹
た
る
大
猷
は
、
未
だ
前
載
を
添
し
め
ず
、
渚
陸
奮
襲
す
る
に
泊
び
て
、
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
呵

許
相
い
因
り
、
之
を
繕
ぐ
に
顔
謝
を
以
て
し
、
之
を
申
ふ
る
に
江
飽
を
以
て
す
。

㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
そ
　
　
㈱

梁
魏
の
華
才
、
周
晴
の
衆
制
は
、
或
い
は
萄
め
に
愚
象
を
求
め
て
、
未
だ
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

を
丘
墳
に
壷
さ
ず
、
或
い
は
掲
り
波
欄
拘
ひ
て
、
源
を
程
樂
に
尋
ね
ず
。
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

に
會
ひ
て
沿
革
し
、
古
に
循
ひ
て
抑
揚
し
、
多
く
は
律
を
守
り
て
以
て
自
か

　
　
　
　
　
　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
o
　
　
　
　
　
　
　
帥

ら
全
う
し
、
雫
に
常
に
非
ず
し
て
物
を
制
す
。
其
の
飛
馳
す
る
こ
と
條
忽
た
り
、

て
昔
幽

偶
償
た
る
こ
と
紛
紛
た
る
有
り
、
鼓
動
は
四
海
の
名
を
包
み
、
愛
化
は
一
家
の

誰
を
成
し
、
前
賢
の
未
だ
識
ら
ざ
る
を
蹟
み
、
先
聖
の
言
わ
ざ
る
を
探
る
。
経

　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
　
　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛
　
　
　
㈱

籍
を
心
と
爲
し
て
、
王
何
を
逸
契
に
得
て
、
風
雲
を
思
に
入
れ
て
、
張
左
の
榊

交
に
於
け
る
に
叶
う
。
故
に
能
く
六
合
を
し
て
材
を
殊
な
ら
し
め
て
は
、
並
に

　
　
㈱

心
を
意
匠
に
推
し
、
八
方
を
し
て
事
を
好
ま
し
め
て
は
、
成
く
氣
を
文
櫃
に
受

　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
向
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
借

く
、
軌
燭
を
出
で
て
首
を
駿
し
、
光
芒
を
馳
ら
せ
て
俗
を
動
か
し
、
君
の
博
物

に
非
ら
ざ
れ
ば
、
敦
ぞ
能
く
此
に
致
す
や

ω
　
時
義
　
　
時
を
得
て
い
る
。
時
が
丁
度
よ
い
時
に
か
な
っ
て
い
る
。
『
易
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

豫
』
に
、
「
豫
之
時
義
大
ム
矢
哉
」
（
豫
の
時
義
は
大
い
な
る
哉
）
と
あ
り
、
こ
れ

を
ふ
ま
え
て
い
る
。

ω
　
天
文
　
　
地
上
か
ら
み
て
と
れ
る
、
天
上
の
日
月
星
、
風
雲
雨
雪
な
ど
の

変
化
現
象
。
人
文
　
　
地
上
で
人
問
が
織
り
な
す
さ
ま
ざ
ま
な
人
事
の
変
化
。

『
易
・
實
』
に
、
「
観
乎
天
文
以
察
時
愛
、
観
乎
人
文
以
化
成
天
下
」
（
天
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

観
て
以
て
時
愛
を
察
し
、
人
文
を
観
て
以
て
化
し
て
天
下
を
成
す
）
と
あ
り
、

本
文
は
、
こ
の
『
易
』
の
文
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
ま
た
こ
の
経
文
に
つ
い
て
の

孔
穎
達
の
疏
に
は
、
「
言
聖
人
観
察
人
文
、
則
詩
書
橿
樂
之
謂
、
営
法
比
教
而

化
成
天
下
也
」
（
聖
人
人
文
を
観
察
す
る
を
言
う
、
則
ち
詩
書
程
樂
こ
れ
を
謂
う
、

　
　
　
　
　
　
の
つ

當
に
此
の
数
に
法
と
つ
て
天
下
を
化
成
す
る
な
り
）
と
あ
る
。

立
言
1
『
左
伝
・
嚢
公
二
十
四
年
』
に
、
「
天
上
有
立
徳
、
其
次
有
立
功
、

其
次
立
言
、
難
久
不
魔
、
此
之
謂
不
朽
」
（
天
上
に
立
徳
有
り
、
其
の
次
に
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

功
有
り
、
其
の
次
に
立
言
有
り
、
久
し
き
と
錐
も
魔
さ
れ
ず
、
此
れ
之
を
不
朽

と
謂
う
）
と
あ
る
。

㈹
　
文
質
－
－
文
体
の
華
麗
さ
と
内
容
の
実
質
性
。
杜
預
の
『
春
秋
経
傳
集
解

序
』
に
、
「
史
有
文
質
、
辞
有
詳
略
」
（
史
に
文
質
有
り
、
辞
に
詳
略
有
り
一
と

あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
の
疏
に
、
「
史
文
則
辞
華
、
史
質
則
辞
直
、
華
則
多
詳
、

直
則
多
略
」
（
史
文
は
則
ち
辞
華
な
り
、
史
質
は
則
ち
辞
直
な
り
、
華
は
則
ち

詳
を
多
く
し
、
直
は
則
ち
略
多
く
す
）
と
あ
る
。

ω
　
仲
尼
既
没
　
　
　
『
漢
書
塾
文
志
』
に
、
「
仲
尼
没
而
徴
言
絶
」
（
仲
尼
没
し

て
徴
言
絶
ゆ
）
と
あ
る
。

㈲
　
漉
夏
　
　
孔
子
の
弟
子
の
子
瀞
と
子
夏
の
こ
と
。
『
論
語
・
先
進
』
に
、

「
文
學
子
瀞
子
夏
」
（
文
学
は
子
瀞
と
子
夏
）
と
あ
る
。
子
漉
は
字
、
姓
は
言
、

名
は
優
と
い
う
。
呉
の
人
、
魯
に
仕
へ
て
武
城
宰
と
な
る
。
子
夏
は
ト
商
の
字
、

衛
の
人
、
文
学
に
長
じ
、
孔
門
の
詩
学
は
子
夏
よ
り
孫
卿
な
ど
を
経
て
、
浮
丘

伯
に
伝
わ
り
魯
詩
の
祖
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
毛
享
に
授
け
て
毛
詩
の
祖
に

な
っ
た
と
も
い
う
。
ま
た
春
秋
公
羊
、
穀
梁
二
傳
は
子
夏
よ
り
傳
わ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
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㈹
　
沫
氾
の
風
－
『
説
文
』
に
、
「
沫
水
出
泰
山
、
蓋
臨
樂
山
北
入
氾
、
氾

受
伽
水
東
入
准
」
（
沫
水
は
泰
山
よ
り
出
で
、
蓋
し
樂
山
に
臨
み
て
北
し
て
氾

に
入
り
、
氾
は
伯
水
を
受
け
て
東
し
て
准
に
入
る
）
と
あ
る
。
『
程
記
・
檀
弓
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
む
じ

に
は
、
「
吾
與
女
事
夫
子
於
沫
氾
之
問
」
（
吾
れ
女
と
夫
子
に
沫
氾
の
問
に
事

へ
む
）
と
あ
り
、
孔
子
が
自
己
の
学
を
大
成
し
弟
子
達
に
教
育
し
た
所
が
沫
水

と
氾
水
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
。
沫
氾
の
風
と
は
孔
子
を
中
心

と
し
た
儒
者
集
団
が
も
っ
て
い
た
学
風
。
梁
武
帝
の
『
答
劉
之
遊
詔
』
に
、

「
丘
明
傳
沫
酒
之
風
、
公
羊
稟
西
河
之
學
」
（
丘
明
は
沫
氾
の
風
を
傳
え
、
公

　
　
　
　
　
　
　
う

羊
は
西
河
の
學
を
稟
く
）
と
あ
り
、
ま
た
任
肪
の
『
寛
陵
王
行
状
』
に
は
、

「
弘
沫
氾
之
風
、
間
迦
維
之
化
」
（
沫
氾
の
風
を
弘
め
、
迦
維
の
化
を
閏
く
）
と
、

沫
氾
之
風
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
現
存
最
古
の
漢
詩
集
、
『
懐

風
藻
、
の
序
ぺ
「
遂
確
噌
氾
肩
人
増
魯
遂
一
遂
に
俗
を
し

て
沫
氾
の
風
に
漸
ま
し
め
、
人
を
し
て
齊
魯
の
學
に
趨
む
か
し
む
）
と
見
え
る
。

ω
屈
丁
屈
原
。
一
史
記
・
屈
原
傳
一
に
、
「
名
平
、
楚
之
同
篭
、
嚢

懐
王
左
徒
、
憂
愁
幽
思
而
作
離
騒
、
頃
嚢
王
立
、
令
丑
ノ
子
蘭
、
卒
使
上
官
大
夫

短
屈
原
於
頃
裏
王
、
王
怒
而
遷
之
、
屈
原
懐
石
、
自
投
泪
羅
以
死
」
（
名
は
平
、

楚
の
同
姓
な
り
。
楚
の
懐
王
の
左
徒
と
爲
り
、
憂
愁
幽
思
し
て
離
騒
を
作
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

頃
嚢
王
立
つ
、
令
ヂ
子
蘭
、
卒
に
上
官
大
夫
を
し
て
屈
原
を
頃
嚢
王
に
短
ぜ
し

む
、
王
怒
り
て
之
を
遷
す
。
屈
原
石
を
懐
い
て
、
自
か
ら
泪
羅
に
投
じ
て
以
て

死
す
一
と
あ
る
。

㈲
　
唐
宋
　
　
唐
勒
と
朱
玉
の
こ
と
、
『
史
記
・
屈
原
樽
』
に
、
「
屈
原
甑
死
之

後
、
楚
有
宋
玉
、
唐
勒
・
景
差
の
徒
者
、
皆
好
辞
而
以
賦
見
構
、
然
皆
祖
屈
原

之
從
容
辞
命
、
終
莫
敢
直
諌
」
（
屈
原
甑
に
死
せ
る
の
後
、
楚
に
宋
玉
・
唐
勒
・

景
差
の
徒
な
る
者
有
り
。
皆
辞
を
好
み
て
賦
を
以
て
稿
さ
る
。
然
し
て
皆
屈
原

の
從
容
た
る
鮮
令
を
祖
と
す
る
も
、
終
に
敢
え
て
直
諌
す
る
こ
と
莫
し
）
と
あ

る
。
ま
た
『
漢
書
馨
文
志
』
に
は
、
「
屈
原
賦
二
十
五
篇
、
唐
勒
賦
四
篇
、
宋

玉
賦
十
六
篇
」
と
あ
る
。

ω
　
文
儒
－
－
選
述
を
専
ら
と
す
る
儒
者
、
『
論
衡
・
書
解
』
に
、
「
著
作
者
爲

文
儒
、
説
経
者
爲
世
儒
」
（
著
作
す
る
者
は
文
儒
爲
り
、
説
経
す
る
者
は
世
儒

爲
り
）
と
あ
る
。
ま
た
明
の
李
費
の
引
く
『
買
誼
』
に
、
「
班
氏
文
儒
耳
、
只

宜
依
司
馬
氏
例
以
成
一
代
之
史
、
不
宜
自
立
論
也
」
（
班
氏
は
文
儒
の
み
、
只

だ
宜
し
く
司
馬
氏
の
例
に
依
り
て
以
て
一
代
の
史
を
成
す
の
み
、
自
か
ら
論
を

立
つ
る
に
宜
し
か
ら
ざ
る
な
り
）
と
あ
っ
て
、
文
儒
の
語
は
あ
ま
り
い
い
意
味

に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
そ
の
為
に
、
こ
の
文
中
で
は

文
儒
は
異
術
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

㈹
殊
源
－
源
を
異
に
す
る
。
陳
徐
陵
『
東
陽
隻
林
寺
偉
大
士
碑
』
に
、

「
機
有
殊
源
、
臆
無
恒
質
、
自
叙
因
縁
、
大
宗
如
此
」
一
機
に
殊
源
な
る
も
の

　
　
　
吉
－
吉

有
り
、
騰
に
恒
質
な
る
も
の
無
か
る
べ
し
、
自
か
ら
因
縁
を
叙
せ
ば
、
大
宗
此

の
如
し
L
と
あ
る
。

ω
　
逮
秦
氏
播
焼
－
『
史
記
・
秦
始
皇
本
紀
』
に
、
「
丞
相
李
斯
日
、
臣
請
、

史
官
非
秦
記
皆
焼
之
、
非
博
士
官
所
職
、
天
下
敢
有
蔵
詩
、
書
、
百
家
語
者
、

悉
詣
守
、
尉
雑
焼
之
、
制
日
可
」
（
丞
相
李
斯
日
く
、
臣
請
ふ
、
史
官
の
秦
記

に
非
ざ
る
は
皆
之
を
焼
き
、
博
士
官
の
職
す
る
所
に
非
ら
ず
し
て
、
天
下
に
敢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
と
一
一
と

え
て
蔵
す
る
詩
、
書
、
百
家
の
証
署
ら
ば
、
悉
く
守
尉
に
詣
ら
し
め
、
雑
り

て
之
を
焼
か
む
と
、
制
日
く
可
な
り
と
）
と
あ
る
。

⑫
　
斯
文
天
喪
　
　
『
論
語
・
爲
政
』
に
、
「
段
因
於
夏
穫
、
所
損
益
可
知
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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周
因
於
段
橿
、
所
損
益
可
知
也
、
其
或
繕
周
者
、
雅
百
世
可
知
也
L
（
段
は
夏

の
礼
に
因
る
。
損
益
す
る
所
を
知
る
べ
き
な
り
。
周
は
股
の
礼
に
因
る
。
損
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ
ど

す
る
所
を
知
る
べ
き
な
り
。
そ
の
或
い
は
周
を
繕
ぐ
者
は
、
百
世
と
難
も
知

る
べ
き
な
り
）
と
あ
っ
て
、
孔
子
は
夏
段
周
の
三
代
の
文
化
を
高
く
評
価
し
、

中
で
も
周
の
文
化
を
よ
り
自
分
の
理
想
に
近
い
も
の
と
見
た
。
そ
れ
が
『
論
語
・

八
併
』
の
、
「
子
日
、
周
監
於
二
代
、
郁
郁
乎
文
哉
、
吾
從
周
」
一
子
日
く
、
周

は
二
代
に
監
み
て
、
郁
郁
乎
と
し
て
文
な
る
哉
。
我
は
周
に
従
は
む
）
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
句
に
使
わ
れ
て
い
る
文
が
、
斯
文
で
あ
る
。
こ
こ
は
同

じ
く
『
論
語
・
子
孕
』
の
、
「
文
王
既
没
、
文
不
在
滋
、
天
之
將
喪
斯
文
也
、

後
死
者
不
得
與
於
斯
文
也
、
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予
何
」
（
文
王
銃

　
　
　
　
　
二
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

に
没
し
、
文
戴
に
在
ら
ず
。
天
の
将
に
斯
の
文
を
喪
ぼ
さ
ん
と
す
る
や
、
後
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
づ
か

て
死
す
る
者
は
斯
の
文
に
與
る
を
得
ざ
る
な
り
。
天
の
未
だ
斯
の
文
を
喪
ぼ

　
　
　
　
　
音
よ
う
ひ
と
　
　
　
　
わ
れ
　
　
い
か
む

さ
ざ
る
や
、
匡
人
其
れ
予
と
如
何
せ
む
）
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

㈹
　
漢
皇
改
運
1
『
漢
書
・
高
帝
上
』
に
、
「
元
年
冬
十
月
、
五
星
聚
干
東
井
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
ま

　
（
元
年
冬
十
月
、
五
星
東
井
に
聚
る
）
と
あ
り
、
鷹
碗
の
注
に
、
「
東
井
、
秦

之
分
野
。
五
星
所
在
、
其
下
當
有
聖
人
以
義
取
天
下
」
（
東
井
は
秦
の
分
野
な
り
。

五
星
の
在
る
所
、
其
の
下
に
當
に
聖
人
有
り
て
義
を
以
て
天
下
を
取
る
な
り
）

－
ど
あ
る
。
ま
た
班
孟
堅
の
『
両
都
賦
・
西
都
賦
』
に
、
「
及
至
大
漢
受
命
而
都

之
也
、
仰
悟
東
井
之
精
、
脩
協
河
圖
之
露
。
奉
春
建
策
、
留
侯
演
成
、
天
人
合

鷹
、
以
襲
皇
明
。
乃
春
西
顧
、
裳
惟
作
京
」
（
大
漢
命
を
受
け
、
之
に
都
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

に
至
る
に
及
ぶ
や
、
仰
ぎ
て
東
井
の
精
を
悟
り
、
傭
し
て
河
圖
の
露
に
協
ふ
。

奉
春
に
策
を
建
て
、
留
侯
は
演
成
し
、
天
人
合
磨
し
て
、
以
て
皇
明
を
襲
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
一
－
と
　
　
　
　
こ

乃
ち
春
し
て
西
に
顧
み
て
、
寡
に
惟
れ
京
を
作
る
）
と
あ
り
、
李
善
の
注
に
「
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

謂
五
星
也
、
人
謂
婁
敬
也
、
皇
謂
高
祖
也
、
四
子
講
徳
論
日
、
天
人
並
鷹
L

（
天
は
五
星
を
謂
う
な
り
。
人
は
婁
敬
を
謂
う
な
り
、
皇
は
高
祖
を
謂
う
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

四
子
講
徳
論
に
日
く
、
天
．
人
は
並
に
騰
ず
る
な
り
と
）
と
あ
る
。

ω
　
買
馬
－
買
誼
と
司
馬
相
如
の
こ
と
、
『
漢
書
・
買
誼
傳
』
に
、
「
雛
陽
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ

也
、
年
十
八
属
文
、
構
於
郡
中
」
（
雛
陽
の
人
な
り
、
年
十
八
に
し
て
文
を
囑
り
、

郡
中
に
構
せ
ら
る
）
と
あ
り
、
ま
た
、
司
馬
相
如
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
司

馬
相
如
傳
』
に
、
「
字
長
卿
、
蜀
郡
成
都
人
、
少
好
讃
書
」
（
字
は
長
卿
、
蜀
郡

　
　
　
　
　
わ
か

成
都
の
人
、
少
く
し
て
好
み
て
書
を
讃
む
）
と
あ
る
。
同
書
『
墾
文
志
』
に
は
、

「
買
誼
賦
七
篇
、
司
馬
相
如
賦
二
十
九
篇
」
と
あ
る
。

蝸
　
蔚
1
『
説
文
』
に
、
「
蔚
、
牡
萬
也
、
瓜
岬
、
尉
聲
」
と
あ
る
。
も
と

は
よ
も
ぎ
系
統
の
草
の
名
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
後
に
草
木
が
う
っ
そ
う

と
繁
茂
す
る
の
を
形
容
す
る
語
と
な
っ
た
。
班
固
『
西
都
賦
』
に
、
「
茂
樹
蔭
蔚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

芳
草
被
堤
」
（
茂
げ
る
樹
は
蔭
蔚
と
し
て
、
芳
草
は
堤
を
被
う
）
と
あ
り
、
そ

の
李
善
注
に
『
蒼
韻
篇
』
を
引
い
て
、
「
蔚
、
草
木
盛
貌
」
（
蔚
は
草
木
の
盛
ん

な
る
貌
な
り
）
と
あ
る
。
『
毛
詩
・
侯
人
』
に
、
「
蒼
号
蔚
号
南
山
朝
磨
、
娩
号

蟹
号
季
女
斯
飢
」
（
蒼
た
り
蔚
た
り
、
南
山
の
朝
隣
、
娩
た
り
襲
た
り
、
季
女

’
＝
－
　
　
　
・
つ

斯
に
飢
ゆ
）
と
あ
り
、
そ
の
毛
傳
に
は
、
「
誉
蔚
雲
興
貌
、
南
山
也
、
階
升
雲
也
」

（
蒼
も
蔚
も
雲
の
興
る
貌
な
り
、
南
山
な
り
、
暦
は
升
雲
な
り
）
と
あ
る
。
こ

こ
は
、
買
誼
や
相
如
の
よ
う
な
詩
人
達
が
世
に
出
で
、
一
世
を
風
廃
し
は
じ
め

る
こ
と
を
言
う
。

㈹
　
雅
類
　
　
『
毛
詩
・
關
唯
』
の
序
に
、
「
詩
有
六
義
焉
、
一
日
風
、
二
日
賦
、

三
日
比
、
四
日
興
、
五
日
雅
、
六
日
類
」
と
あ
り
、
雅
類
と
は
六
義
の
う
ち
の

最
後
の
二
つ
を
取
っ
た
も
の
で
、
と
り
も
な
お
さ
ず
『
詩
経
』
の
こ
と
を
言
っ
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て
い
る
。

帥
　
曹
王
－
曹
植
と
王
榮
の
こ
と
、
植
は
魏
曹
操
の
次
子
で
文
帝
曹
丞
の
弟
。

　
『
魏
志
・
陳
思
王
植
傳
』
に
、
「
字
子
建
、
善
囑
文
、
景
初
中
詔
撰
録
植
、
前

後
所
著
賦
類
詩
銘
雑
論
、
凡
百
鎗
篇
、
副
藏
内
外
」
（
字
は
子
建
、
善
く
文
を

つ
づ層
る
。
景
初
中
に
詔
し
て
植
を
撰
録
す
。
前
後
著
す
る
所
の
賦
・
類
・
詩
・
銘
・

雑
論
は
、
凡
そ
百
鎗
篇
、
内
外
に
副
藏
さ
る
）
と
あ
る
。
ま
た
『
魏
志
』
は
王

楽
に
つ
い
て
、
「
王
棄
字
仲
宣
、
山
陽
高
平
人
、
善
囑
文
、
學
筆
便
成
、
無
所

改
定
、
著
詩
賦
論
義
垂
六
十
篇
」
（
王
棄
、
字
は
仲
官
「
山
陽
高
平
の
人
、
善

　
　
　
つ
づ

く
文
を
囑
り
、
筆
を
學
げ
れ
ば
便
ち
成
り
、
改
め
定
む
所
無
し
。
著
す
る
詩
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
な
ん

賦
・
論
義
、
六
十
篇
に
垂
と
す
一
と
あ
る
。

蝸
　
傑
起
－
ぬ
き
ん
で
て
起
き
る
。
『
蜀
志
・
楊
戯
傳
』
に
、
「
順
期
挺
生
、

傑
起
龍
駿
」
（
期
に
順
り
て
挺
生
し
、
傑
起
せ
る
龍
駿
）
と
あ
る
。

⑲
風
騒
1
－
詩
経
の
国
風
と
楚
辞
の
離
騒
を
指
す
。
『
宋
書
・
謝
霊
運
傳
論
』
に
、

「
原
其
劔
流
所
始
、
莫
不
同
祖
風
騒
」
（
原
は
其
の
類
流
の
始
る
所
、
祖
の
風
、

騒
に
同
じ
か
ら
ざ
る
莫
し
）
と
あ
る
。

臼
o
　
偶
侃
－
努
力
。
勤
勉
。
『
新
書
・
勘
學
』
に
、
「
然
則
舜
偶
俺
而
加
志
、

我
値
慢
而
弗
省
耳
」
（
然
ら
ば
則
ち
舜
は
偶
悦
と
し
て
志
を
加
え
、
我
は
値
慢

と
し
て
省
さ
ざ
る
の
み
）
と
あ
る
。
ま
た
『
晋
書
・
元
籍
傳
』
に
、
「
臣
憧
勉

從
事
」
一
臣
は
偲
勉
と
し
て
事
に
從
う
）
と
あ
り
、
『
釈
文
』
に
は
、
「
電
本
亦

作
偶
、
電
勉
猶
勉
勉
也
」
（
嗣
は
本
ま
た
偶
に
作
る
。
電
勉
は
猶
お
勉
勉
な
り
）

と
あ
る
か
ら
、
嗣
・
偶
・
悦
・
勉
は
と
も
に
同
じ
意
味
で
あ
る
。

刎
　
大
猷
　
　
国
を
治
め
る
大
道
。
『
詩
経
・
巧
言
』
に
、
「
突
突
寝
廟
、
君
子

作
之
、
秩
秩
大
猷
、
聖
人
莫
之
」
（
突
突
た
る
寝
廟
、
君
子
こ
れ
を
作
り
、
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
だ

秩
た
る
大
猷
、
聖
人
こ
れ
を
莫
む
）
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
の
注
に
は
、
「
猷
、

道
也
、
大
道
、
治
國
之
程
法
）
「
猷
は
道
な
り
、
大
道
は
国
を
治
め
る
橿
法
な
り
）

と
あ
る
。

吻
　
泊
1
『
説
文
』
に
、
「
泊
、
灌
釜
也
、
双
水
、
自
聲
」
と
あ
る
。
も
と

は
鍋
に
水
を
そ
そ
ぎ
込
む
こ
と
で
あ
る
。
『
集
韻
』
に
は
、
「
泊
、
及
也
」
と
あ

り
、
張
衡
『
墓
呆
賦
』
に
、
「
恵
風
廣
被
、
澤
泊
幽
荒
」
（
恵
風
廣
く
被
む
り
、

澤
は
幽
荒
に
泊
ぶ
）
と
あ
っ
て
、
李
善
は
蒔
綜
の
注
を
引
い
て
、
「
泊
及
也
」

と
し
て
い
る
。

㈱
　
潜
陸
　
　
播
岳
と
陸
機
、
『
晋
書
・
播
岳
傳
』
に
、
「
字
安
仁
、
榮
陽
中
牟

人
、
才
名
冠
世
、
鮮
藻
絶
麗
光
、
善
爲
哀
課
之
文
」
（
字
は
安
仁
、
榮
陽
中
牟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

の
人
、
才
名
世
に
冠
た
り
、
鮮
藻
は
麗
光
に
絶
え
、
善
く
哀
諌
の
文
を
爲
る
）

と
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
『
陸
機
傳
』
に
は
、
「
字
士
衡
、
呉
郡
人
、
文
章
冠
世
、

太
原
末
與
弟
雲
入
洛
、
雲
字
士
龍
、
少
與
兄
機
齊
名
、
號
日
二
陸
」
（
字
は
士
衡
、

呉
郡
の
人
、
文
章
は
世
に
冠
た
り
、
太
原
の
末
に
弟
の
雲
と
洛
に
入
る
。
雲
字

　
　
　
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
L

は
士
龍
、
少
く
し
て
兄
機
と
名
を
齊
く
し
、
號
し
て
二
陸
を
日
う
）
と
あ
る
。

㈱
　
孫
許
－
孫
緯
と
許
諭
『
晋
書
・
孫
緯
傳
』
に
、
「
字
興
公
、
少
以
文
才
垂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

構
於
時
文
士
、
緯
爲
其
冠
」
（
字
は
興
公
、
少
く
し
て
文
才
を
以
て
垂
る
。
時

に
文
士
に
構
さ
れ
、
緯
は
其
の
冠
た
り
）
と
あ
る
。
ま
た
江
滝
『
雑
体
詩
』
の

李
善
の
注
に
、
「
晋
中
興
書
日
、
高
陽
許
陶
、
字
宏
度
、
寓
居
會
稽
、
有
才
藻

善
囑
文
、
時
人
皆
欽
愛
之
」
（
晋
の
中
興
書
し
て
日
く
、
高
陽
の
許
殉
、
字
は

宏
度
、
會
稽
に
寓
居
す
。
才
藻
有
り
て
善
く
文
を
囑
る
、
時
の
人
皆
欽
し
み
て

之
を
愛
す
）
と
あ
る
。

㈱
　
顔
謝
－
－
顔
延
年
と
謝
露
運
、
『
宋
書
顔
延
之
傳
』
に
、
「
字
延
年
、
瑛
邪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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臨
折
人
、
文
章
之
美
冠
絶
當
時
、
與
陳
郡
謝
露
運
倶
以
辞
采
齊
名
、
自
播
岳
陸

機
之
後
、
文
士
莫
及
江
左
、
構
顔
謝
焉
」
（
字
は
延
年
、
瑛
邪
臨
折
の
人
、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

章
の
美
な
る
こ
と
當
時
に
冠
絶
す
。
陳
郡
の
謝
露
運
と
倶
に
辞
采
を
以
て
名
を

齊
し
く
す
、
潜
岳
、
陸
機
よ
り
後
、
文
士
江
左
に
及
ぶ
も
の
莫
く
、
顔
謝
を
構

さ
る
）
と
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
『
謝
露
運
傳
』
に
は
、
「
陳
郡
陽
夏
人
、
文
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
よ
　
　
　
店

之
美
、
江
左
莫
逮
」
（
陳
郡
陽
夏
の
人
、
文
章
の
美
な
る
こ
と
、
江
左
逮
ぶ
莫
し
）

と
あ
る
。

㈱
　
江
飽
－
江
潅
と
飽
照
、
『
梁
書
・
江
滝
傳
』
に
、
「
字
文
通
、
済
陽
考
域

人
、
少
以
文
章
顯
、
凡
所
著
述
百
饒
篇
、
自
撰
爲
前
後
集
、
行
於
世
」
（
字
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

文
通
、
濟
陽
考
域
の
人
、
少
く
し
て
文
章
を
以
て
顯
わ
る
。
凡
そ
著
述
す
る
所

百
饒
篇
、
自
か
ら
撰
し
て
前
後
集
を
爲
り
、
世
に
行
わ
る
）
と
あ
る
。
ま
た
『
宋

書
・
宗
室
偉
』
に
附
し
て
、
「
飽
照
字
明
遠
、
交
辞
購
逸
」
（
飽
照
、
字
は
明
遠
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

辞
を
交
へ
れ
ば
逸
な
る
を
膳
る
）
と
あ
る
。

吻
　
梁
魏
華
材
、
周
晴
衆
制
－
任
防
の
『
王
文
憲
集
序
』
に
、
「
雄
楚
趨
華
才
、

漢
魏
衆
作
、
會
何
足
云
」
（
楚
趨
の
華
才
、
漢
魏
の
衆
作
と
難
ど
も
、
會
て
何

ぞ
云
う
に
足
ら
む
や
）
な
ど
に
も
見
え
る
表
現
で
、
梁
や
魏
に
排
出
し
た
多
く

の
す
ぐ
れ
た
文
人
達
、
ま
た
漢
や
魏
に
つ
く
ら
れ
た
多
く
の
立
派
な
制
度
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

㈱
　
墨
象
1
－
－
彫
墨
象
刻
の
こ
と
。
細
い
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
。
『
漢
書
・

嚴
彰
租
傳
』
に
、
「
何
可
委
曲
從
俗
萄
求
富
貴
平
」
（
何
ぞ
委
曲
俗
に
從
い
て
荷

し
く
も
富
皐
ら
か
な
る
を
求
む
可
け
ん
や
一
と
あ
る
の
と
同
じ
く
、
こ
こ
の

一
句
は
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
間
に
一
生
を
終
え
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
『
法
言
・
吾
子
』
に
、
「
或
問
、
吾
子
少
而
好
賦
、
日
然
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る

童
子
彫
愚
象
刻
、
俄
而
日
牡
夫
不
爲
也
L
（
或
ひ
と
問
う
、
吾
子
少
く
し
て
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

を
好
む
、
日
く
然
り
、
童
子
彫
墨
裳
刻
す
、
俄
か
に
し
て
日
く
、
壮
夫
は
爲
さ

ざ
る
な
り
）
と
あ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
・
楊
賜
傳
』
に
、
「
造
作
賦
説
以
簸
象

小
枝
見
寵
於
時
」
（
賦
を
作
る
と
説
を
造
す
に
轟
象
小
枝
を
以
っ
て
し
、
時
に

寵
せ
ら
る
）
と
あ
る
。

鯛
　
非
常
　
　
司
馬
相
如
の
『
難
蜀
父
老
』
に
、
「
蕃
世
父
有
非
常
之
人
、
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
だ

後
有
非
常
之
事
、
有
非
常
之
事
然
後
有
非
常
之
功
」
（
蓋
し
世
に
必
ず
非
常
の

人
有
り
、
然
る
後
非
常
の
事
有
り
、
非
常
の
事
有
り
て
然
る
後
に
非
常
の
功
有

り
）
と
あ
る
。

e
o
　
飛
馳
　
　
い
き
お
い
の
速
い
こ
と
、
仕
官
の
道
に
は
し
る
こ
と
、
曹
丞
『
典

論
・
論
文
』
に
、
「
是
以
古
之
作
者
、
寄
身
於
翰
墨
、
見
意
於
篇
籍
、
不
優
良

史
之
辞
、
不
托
飛
馳
之
勢
、
而
聲
名
自
傳
於
後
」
（
是
を
以
て
古
の
作
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

身
を
翰
墨
に
寄
せ
、
意
を
篇
籍
に
見
わ
し
、
良
史
の
辞
に
慢
ら
ず
、
飛
馳
の
勢

に
托
さ
ず
、
而
し
て
聲
名
自
か
ら
後
に
傳
え
ら
る
）
・
と
あ
る
。

帥
　
條
忽
－
－
は
や
い
の
意
。
班
固
『
東
都
賦
』
に
、
「
指
顧
條
忽
」
（
指
願
す

れ
ば
條
忽
な
り
）
と
あ
り
、
李
善
は
注
し
て
、
「
條
忽
疾
也
」
と
す
る
。
『
龍
禽

手
鑑
』
に
も
、
「
條
、
條
忽
、
疾
也
」
と
す
る
。

鯛
　
偶
償
－
－
他
と
こ
と
な
っ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
司
馬
遷
『
報
任
安
書
』

に
、
「
唯
個
償
非
常
之
人
構
焉
」
（
唯
だ
偶
償
非
常
の
人
の
み
構
せ
ら
る
）
と
あ

る
。㈱

　
紛
給
！
－
多
く
て
乱
れ
て
い
る
さ
ま
。
『
史
記
・
司
馬
相
如
傳
』
に
、
「
紛

総
威
薬
、
埋
滅
而
不
稚
者
、
不
可
勝
敷
也
」
（
紛
総
た
る
威
薙
も
、
埋
滅
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

構
さ
れ
ざ
れ
ば
、
敷
う
る
に
勝
う
可
か
ら
ざ
る
な
り
）
と
あ
る
。
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阯
u
川…

■

㈱
　
王
何
　
　
王
弼
と
何
曇
、
『
魏
志
・
鍾
會
傳
』
に
、
「
山
陽
王
弼
好
諭
儒
道
、

鮮
才
逸
藏
、
注
易
及
老
子
（
注
）
弼
字
輔
嗣
」
（
山
陽
の
王
弼
好
ん
で
儒
遣
を

諭
す
、
離
才
逸
藏
し
、
易
に
注
し
て
老
子
に
及
ぶ
、
〔
注
〕
弼
字
は
輔
嗣
）
と

あ
る
。
ま
た
『
何
曇
傳
』
に
、
「
何
進
孫
也
、
少
以
才
秀
知
名
、
好
老
荘
言
作

道
徳
論
及
諸
文
賦
、
著
述
凡
敷
十
篇
〔
注
〕
曇
字
平
叔
」
（
何
進
の
孫
な
り
、

わ
か少
く
し
て
才
秀
な
る
を
以
て
名
を
知
ら
る
。
老
荘
の
言
を
好
み
て
、
道
徳
論
及

び
諸
の
文
賦
を
作
る
。
著
述
凡
そ
敷
十
篇
〔
注
〕
曇
字
は
平
叔
）
と
あ
る
。

鍋
　
逸
契
－
世
俗
を
超
越
し
た
神
な
る
も
の
と
の
交
情
、
王
勃
『
宇
文
徳
陽

宅
秋
夜
山
亭
宴
序
』
に
、
「
縦
沖
衿
於
俗
表
、
留
逸
契
於
人
間
」
（
沖
衿
を
俗
表

し
縦
に
し
、
逸
契
を
人
聞
に
留
む
）
と
あ
る
。
ま
た
『
本
朝
文
粋
』
、
紀
長
谷

雄
『
後
漢
書
寛
宴
各
・
詠
史
得
麗
公
詩
序
』
に
、
「
経
籍
爲
心
、
得
王
何
於
逸
契
」

と
あ
る
の
は
、
こ
の
楊
畑
の
『
王
子
安
集
原
序
』
か
ら
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

㈱
　
張
左
　
　
張
載
と
左
太
沖
、
『
冒
書
・
張
載
傳
』
に
、
「
字
孟
陽
、
安
平
人
、

博
学
有
文
章
、
協
字
景
陽
少
有
俸
才
、
輿
載
齊
名
、
尤
字
季
陽
、
才
藻
不
逮
二

昆
、
亦
有
囑
綴
、
時
人
謂
載
協
尤
日
三
張
」
（
字
は
孟
陽
、
安
平
の
人
、
博
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

に
し
て
文
章
有
り
、
協
は
字
は
景
陽
、
少
く
し
て
筒
才
有
り
、
載
と
名
を
齊
し

く
す
。
尤
は
字
は
季
陽
、
才
藻
二
昆
に
逮
ば
ず
。
亦
た
属
綴
有
り
、
時
の
人
、

載
・
協
⊥
几
を
三
張
と
日
う
と
謂
う
）
と
あ
る
。

帥
　
疎
交
1
『
文
選
』
、
班
固
『
答
賓
戯
』
に
、
「
齊
弩
激
聲
於
康
衙
、
漢
良

受
書
於
郵
堰
、
皆
竣
命
而
楠
交
。
匪
詞
言
之
所
信
」
（
齊
鷺
は
聲
を
康
術
に
激
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

漢
良
は
書
を
郵
堰
に
受
く
、
皆
命
を
挨
っ
て
碑
交
し
て
、
詞
言
の
信
す
る
所
に

匪
ず
）
と
あ
り
、
五
臣
注
に
、
「
良
日
、
言
上
四
人
、
皆
待
天
命
。
是
疎
露
之
交
、

匪
詞
言
漉
説
之
所
相
信
也
）
（
良
日
く
、
上
四
人
は
皆
天
命
を
待
つ
。
是
れ
榊

露
の
交
り
に
し
て
、
詞
言
瀞
説
の
相
い
信
ず
る
所
に
匪
ざ
る
を
言
う
な
り
）
と

あ
る
。

鯛
　
意
匠
－
1
文
、
詩
、
画
な
ど
を
つ
く
る
に
当
っ
て
の
構
想
、
『
文
選
L
陸
機
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

『
文
賦
』
に
、
「
辞
程
才
以
効
伎
、
意
司
契
而
爲
匠
」
（
辞
は
才
を
程
し
て
以

て
伎
を
効
し
、
意
は
契
を
司
り
て
匠
を
爲
す
）
と
あ
る
。

㈱
　
軌
燭
1
－
車
輪
の
通
過
し
た
跡
、
『
文
選
』
、
左
思
『
蜀
都
賦
』
に
、
「
外

則
軌
燭
八
達
、
里
閨
封
出
」
（
外
は
則
ち
軌
燭
八
達
し
、
里
開
封
す
）
と
あ
る
。

㈹
　
駿
　
　
馬
が
首
を
挙
げ
て
跳
び
は
ね
る
こ
と
、
『
文
選
』
、
張
衡
『
西
京
賦
』

に
、
「
洪
鐘
萬
鉤
、
猛
虞
越
越
、
負
筍
業
而
鎗
怒
、
乃
奮
翅
而
騰
駿
」
（
洪
鐘
萬

鉤
、
猛
虞
越
越
、
筍
業
を
負
ひ
て
鹸
怒
し
、
乃
ち
翅
を
奮
い
て
騰
駿
す
L
と
あ

り
、
酵
綜
を
引
い
た
李
善
の
注
に
、
「
駿
、
馳
也
」
と
あ
る
。

　
書
か
れ
る
文
章
が
時
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
偉
大
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
天
文
を
よ
く
見
て
時
代
の
流
れ
を
感
じ
と
り
、
そ
の
変
化
を

察
知
し
、
ま
た
人
の
世
の
あ
り
様
を
よ
く
み
て
、
言
葉
を
発
し
て
、
世
間
に
模

範
た
り
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
年
月
が
長
く
経
て
も
文
章
の
美
し
さ
と

内
容
と
は
相
ま
っ
て
、
そ
の
人
の
運
命
に
応
じ
て
そ
の
賢
明
さ
が
あ
ら
わ
れ
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
本
質
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
孔
子
は
既
に
こ
の
世
に
は
お
ら
ず
、
そ
の
弟
子
の
子
涛
と
子
夏
は
、
孔
子
の

学
の
あ
と
を
つ
い
で
立
派
に
そ
れ
を
人
々
の
問
に
ひ
ろ
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た

屈
原
は
泪
羅
の
淵
に
身
を
投
じ
た
が
、
唐
勒
や
宋
玉
は
、
屈
原
の
思
い
と
そ
の

芸
術
性
を
世
に
ひ
ろ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
儒
家
の
思
想
は
や
が
て
異
端

の
も
の
と
さ
れ
、
楚
辞
や
賦
は
中
華
の
文
化
と
は
来
源
を
異
に
す
る
も
の
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
秦
始
皇
帝
の
時
代
に
な
る
と
、
儒
学
を
中
心
と
し
た
す
ぐ
れ
た
書
物
が
や
か

れ
、
周
代
を
最
高
と
し
て
そ
の
後
も
連
綿
と
し
て
う
け
つ
が
れ
維
持
さ
れ
て
来

た
華
夏
の
文
化
は
、
こ
こ
に
亡
び
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
漢
代
に
入
る

と
、
高
祖
は
天
運
を
改
め
て
感
じ
取
っ
て
も
う
秦
の
布
し
た
道
に
帰
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
買
誼
と
司
馬
相
如
は
勢
い
よ
く
勃
興
し
て
、
こ
の
時

に
は
も
う
詩
経
は
権
威
を
失
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
か
ら
曹
植
と
王
棄
が
ぬ
き

ん
で
て
起
り
、
そ
し
て
こ
の
時
に
は
詩
経
の
詩
も
屈
原
の
離
騒
も
色
あ
せ
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
勤
勉
に
そ
の
時
ま
で
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
大
道
は
、
決

し
て
前
の
時
代
に
ひ
け
を
取
ら
ず
、
更
に
播
岳
や
陸
機
、
孫
緯
や
許
詞
、
顔
延

年
や
謝
霊
運
が
あ
と
に
つ
づ
き
、
江
潅
や
飽
照
も
続
々
と
登
場
し
て
来
た
の
で

あ
っ
た
。
梁
や
魏
の
時
代
に
活
躍
し
た
文
人
達
、
周
や
陪
の
時
代
に
整
備
さ
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
立
派
な
制
度
も
、
あ
ま
り
に
も
細
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
ま
だ

そ
の
才
能
や
効
力
を
す
べ
て
発
揮
し
な
い
う
ち
に
潰
え
去
っ
た
も
の
も
あ
れ

ば
、
或
い
は
波
欄
万
丈
の
う
ね
り
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
て
、
結
局
は
人
間
の
本
質

の
あ
り
方
を
礼
や
楽
に
求
め
な
か
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
々
で
困
難
を
の
り
越
え
、
古
い
文
化
に
鑑
み
て
そ
れ
を
か
い
く
ぐ
り
、

多
く
の
も
の
は
自
か
ら
自
制
し
て
生
を
全
う
し
た
が
、
中
に
は
少
い
が
常
識
か

八

ら
か
け
離
れ
た
形
を
も
つ
事
に
跳
戦
す
る
者
も
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
其
の
仕
官
の
道
を
人
よ
り
ぬ
き
ん
で
て
疾
駆
し
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の

才
能
を
も
て
余
す
程
の
者
も
い
る
。
そ
の
文
章
に
み
な
ぎ
る
鼓
動
は
世
界
の
涯

ま
で
も
お
お
い
つ
く
し
、
そ
の
変
化
に
富
ん
だ
表
現
は
歴
史
の
上
で
の
一
つ
の

潮
流
を
形
成
し
、
前
賢
の
ま
だ
識
り
も
し
な
か
っ
た
こ
と
を
自
分
で
体
得
し
、

先
聖
の
ま
だ
言
っ
て
い
な
い
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
万

巻
の
書
を
読
ん
で
そ
れ
を
修
得
し
、
王
弼
や
何
曇
な
ど
の
歴
史
の
上
の
大
家
達

と
友
情
を
結
び
、
時
代
を
貫
く
心
意
気
を
自
分
の
力
と
し
て
、
張
衡
や
左
思
の

よ
う
な
歴
史
上
の
偉
大
な
文
章
家
達
と
、
心
と
心
の
交
り
を
十
分
に
行
う
。
故

に
天
地
世
界
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
心
の
中
で
再
構
成
し
、
四
方
八
方
で
起
る
す
べ
て
の
事
に
興
味
を
持
っ
て
、

そ
れ
等
を
こ
と
ご
と
く
文
章
の
構
想
の
中
心
に
取
り
込
む
の
で
あ
る
。
先
輩
達

の
通
っ
て
来
た
道
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
首
を
の
ば
し
て
疾
駆
し
、
文
章

と
い
う
光
を
森
羅
万
象
に
当
て
て
、
そ
の
俗
な
る
も
の
も
光
の
中
に
巻
き
込
ん

で
か
が
や
か
せ
る
の
で
あ
る
。

　
・
」
う
し
た
事
は
、
王
勃
君
、
君
の
よ
う
な
博
覧
彊
気
の
人
で
な
く
て
、
一
体

誰
れ
に
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
九
九
四
年
十
月
十
四
日
受
理
）
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